
構造力学 正誤表 

本書の内容に以下の誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 
お手持ちの本の「刷数」とこの表の「該当刷数」が一致する箇所をご参照ください。お手持ちの本の「刷数」の調べ方はこちら 

（2023 年 8 月 15 日更新） 

該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 ⅳ 
ギリシャ 
文字 

ε イプシロン 

δ デルタ 
 
 

δ デルタ 

ε イプシロン 
 
（順番が逆） 

1,2 19 
演習問題 

1.1 
1.1 図 1.33 の各図について… 1.1 図 1.35 の各図について… 

1 62 
下から 

6～3 行目 

縁端距離を断面 2 次モーメントで割ったもの（ ey I ）を断面係数 Z
という． 

eyZ
I

=  (4.16) 

断面 2 次モーメントを縁端距離で割ったもの（ eI y ）を断面係数 Z
という． 

e

IZ
y

=  (4.16) 

1 82 
下から 
9 行目 

･･･点 B や点 D など，･･･ ･･･点 B や点 C など，･･･ 

1 96 式（6.19） dxNdxMW ∆⌡
⌠+⌡

⌠= φi  ∆⌡
⌠+⌡

⌠= NMW φi  

1,2,3,4 101 3 行目 
/LP x

EI L
 = +  

3
3
1

0

1 2
9

   
/LP x

EI L
 = +  

−
3

3
1

0

1 2
9

   

1 106 式（6.48） …＝

2

1

M dx
P EI
 ∂
 ∂  

∫ ＝… …＝

2

1 2
M dx

P EI
 ∂
 ∂  

∫ ＝… 

1 116 13 行目 3 2
PS X= −  3 2S X P= −  

https://www.morikita.co.jp/storage/documents/%E5%88%B7%E6%95%B0%E3%81%AE%E8%AA%BF%E3%81%B9%E6%96%B9.pdf


該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 116 
下から 

5～3 行目 
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1 117 1～3 行目 

( ) ( )( )

( )

( ) ( )

1 2 2 / 2 1 / 2

2 / 2
0

2 1 2 1 2
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XL P X LU
X EA EA

X P L
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22
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X P L
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+ − −∂
= +

∂

−
+ =

 + = + = 
 

 

1,2 117 5 行目 式に 2/PX = を代入すれば… 式に 22 /PX = を代入すれば… 

1,2 117 
7.2.3 

6 行目 
文末に右を追加 

なお，一般的な構造物では，軸力による変形は曲げモーメントによ

る変形に比べて小さいので，以下，曲げモーメントによるひずみエ

ネルギーのみを考えることにする． 

1 117 表 7.1 

（上の表， i =3 の行） 

2
XP −    

2

2
PX − 

 
 

 

2X P−    ( )2
2X P−  

1 117 表 7.1 

（上の表， i =5 の行） 

2
X

 

 

2
X

−  

1 117 表 7.1 

（下の表， i =3 の行） 
2 2

22
P LX

EA
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該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 117 表 7.2 
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1 117 
下から 
7 行目 

2

A 2
qLM X L

 
= − 
 

 
2

A 2
qLM XL= −  

1 118 
下から 

10～8 行

目 

つまり，X=15P/32 のとき，構造物のひずみエネルギーU が最小に

なるので，点 C の支点反力は RC=X=15P/32 である． 

つまり，X=15qL/32 のとき，構造物のひずみエネルギーU が最小に

なるので，点 C の支点反力は RC=X=15qL/32 である． 

1 118 
下から 
3 行目 

2

A
1

2 32
qLM X L qL

 
= − = − 
 

 2
A

1
2 32

qLM X L qL = − = − 
 

 

1 120 
下から 
2 行目 

…＝
21

2
PL
EA

 
+  

 
 …＝ ( )1 2 PL

EA
+  

1 121 5 行目 ＝
21

4
PL
EA

 
−  

 
 ＝

2
PL
EA

 



該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 121 
表 7.3 

（上の表） 

（ is の列） 
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1 121 
表 7.3 

（下の表） 





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1 122 式(7.6) 
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該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 122 式(7.7) 
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1 122 式(7.8) 
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
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1 123 2~3 行目 
…荷重のみによる点 i  のたわみを 0i∆ ，点 i  に作用させた単位力

による点 k  のたわみを kiδ とすれば，… 

…荷重のみによる点 i  のたわみを 0i∆ ，点 k  に作用させた単位力

による点 i  のたわみを ikδ とすれば，… 

1 123 式(7.9) ( )niXk

n

k
kii ,,2,10

1
0 ==−∆ ∑

=

δ  ( )niXk

n

k
iki ,,2,10

1
0 ==−∆ ∑

=

δ  

1 126 9～10 行目 
C 2

C 1

11
28
9

56

R X PL

H X PL

= =

= =
 

C 2

C 1

11
28
9

56

R X P

H X P

= =

= =
 

1 132 
下から 
4 行目 

2

6 0
16
PL

EI
 

= + 
 

 
2

6 0
16
PL

EI
 

= − + 
 

 

1 135 3，4 行目 【例題 7.9】     （2 箇所） 【例題 7.11】     （2 箇所） 

1 136 図 7.51 右のように修正 

A 点にヒンジ 

B

D

C

A

L

L/2
P

L
 

1,2 142 8 行目 … 0=A ， δ=B  … 0=A ， δ−=B  



該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 155 
例題 9.3 
1 行目 

図 9.13 のように，図 9.1 と同じ梁の， 図 9.13 のように，図 9.8 と同じ梁の， 

1 155 図 9.13 右のように修正 

                     
 

1,2,3 162 図 9.22(b) 右のように修正 

 

1 165 
演習問題 

9.1(a) 
(a)RA，RB，RC，MD，MF，QB，QD，QFの… (a)RA，RB，RC，MD，MF，QB，QE，QFの… 

1 172 図 10.7 
（図の右側） 

kN/cm22 =k  

 
kN/cm12 =k  

1 176 9 行目 式（10.37）と式（3.38）に，･･･ 式（10.37）と式（10.38）に，･･･ 

1,2,3,4 178 式(10.45) { } { }A A Af g h P PL= −0   { } { }A A Af g h P PL= 0  

1 181 
解答 
6.1 
(e) 

鉛直下向き変位 
EI
PL

3
4 3

 鉛直下向き変位 
EA
PL

EI
PL

+
3
4 3

 



該当刷数 頁 行数など 誤 正 

1 181 
解答 
7.7 
(a) 

右のように修正 

 

1 181 
解答 
7.7 
(b) 

右のように修正 

 

1 181 
解答 
7.7 
(c) 

右のように修正 

 

 

3
176 PL

上からの線がわず

かに左側に出る 
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